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○職員給与規程

改正　平成20年３月27日社協規程第12号　
平成22年３月30日社協規程第３号　
平成22年12月14日社協規程第１号　
平成23年12月１日社協規程第３号　
平成24年３月29日社協規程第４号　
平成25年３月29日社協規程第４号　
平成26年２月３日社協規程第２号　
平成27年３月30日社協規程第４号　
平成29年３月29日社協規程第11号　
（趣旨）
第１条　この規程は、社会福祉法人福津市社会福祉協議会に勤務する職員の給与に関し、必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第２条　この規程において「職員」とは、事務局に関する規程（平成18年社協規程第９号）第２条第１項に規定する職員で、会長が任命したものをいう。
（給与の種類）
第３条　この規程による給与は、給料、地域手当、扶養手当、通勤手当、住居手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、管理職手当、管理職特別勤務手当、期末手当、勤勉手当及び退職手当とする。
（給与の支給）
第４条　給料は、正規の勤務時間による勤務に対する報酬として、この規程の定めるところにより支給する。
２　給与の支給に関しては、この規程に定めるもののほか、福津市一般職の職員の給与に関する条例、福津市一般職の職員の給与に関する条例施行規則及び福津市一般職の職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則（以下「給与条例等」という。）の規定を準用し、会長が決定するものとする。
（給料表及び級別職務分類）
第５条　職員給料表は、給与条例等の行政職（一）給料表の１級から５級を適用する。
２　職員の職務は、その複雑、困難及び責任の度に基づき、これを給料表に定める職務の級に分類するものとし、各級ごとの職務の分類は、別表第１のとおりとする。
（初任給基準）
第６条　新たに職員給料表の適用を受ける職員となった者の号給は、別表第２に定める初任給基準表に従い決定するものとする。
（昇給基準）
第７条　職員の昇給は、毎年４月１日とし、同日前１年間におけるその者の勤務成績に応じて行うものとする。
２　前項の規定により職員を昇給させるか否か及び昇給させる場合の昇給の号給数は、同項に規定する期間の全部を良好な成績で勤務した職員の号給の号給数を４号給（職務の級が４級以上である者にあっては３号給、55歳を超える職員にあっては２号給）とすることを標準として決定するものとする。
３　職員の昇給は、その属する職務の級における最高の号給を超えて行うことができない。
４　職員の昇給は、予算の範囲内で行わなければならない。
（昇格基準）
第８条　職員の昇格については、別表第３に定める級別資格基準表に従い決定するものとする。ただし、会長が特に必要と認めた場合は、この限りではない。
（給与の支払方法）
第９条　この規程で定める給与は、現金で支払わなければならない。ただし、本人の承諾があるときは、口座振替の方法により支払うことができる。
２　給料の計算期間は、月の１日から末日までとし、給与の支給日は、毎月21日とする。ただし、その日が週休日又は休日に当たるときは、前日に繰り上げて支給することができる。
３　職員が負担すべき所得税、厚生年金、健康保険料、雇用保険料及びその他法令等に定めがあるものは、その職員の給料から控除することができる。
（諸手当の支給方法）
第10条　地域手当、扶養手当、通勤手当、住居手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、管理職手当、管理職特別勤務手当、期末手当及び勤勉手当は、この規程で定めるもののほか給与条例等の規定に準じ、会長が決定し支給するものとする。
（管理職手当）
第11条　事務局長及び課長の職にある者（以下「管理職員」という。）に、管理職手当を支給する。
２　管理職手当の月額は定額とし、会長が別に定める。
３　管理職員には、時間外勤務手当及び休日勤務手当は適用しない。
（管理職特別勤務手当）
第12条　管理職員が、臨時又は緊急の必要その他の業務の運営の必要により、週休日又は休日に勤務した場合は、管理職員特別勤務手当を支給する。
２　前項に規定する手当の額は、6,000円とする。ただし、勤務に従事した時間が６時間を超える場合の勤務とする。
（退職手当）
第13条　職員が在職１年以上で退職（死亡した場合も含む。）した場合は、その者（死亡による退職の場合は、その遺族）に退職手当を支給する。ただし、職員就業規程第39条第１項第４号の規定により解雇されたときは支給しない。
２　前項の退職手当に関しては、社会福祉法人全国社会福祉協議会が設置する全国社会福祉団体職員退職手当積立基金規程の定めるところによる。
（給与の特例）
第14条　福津市職員で派遣された者の給与については、福津市の関係例規の定めるところによるものとする。
２　休職期間中の職員の給与は、給与条例等の規定を準用し、会長が決定するものとする。
（給料の減額）
第15条　職員が勤務しないときは、その勤務しないことについて会長の承認があった場合を除くほか、その勤務しない１時間につき、勤務１時間当たりの給与額を減じた給料を支給するものとする。
（嘱託職員等の給与）
第16条　事務局に関する規程第２条第２項に規定する嘱託職員及び臨時職員の給与は、この規程の規定にかかわらず、予算の範囲内で会長が別に定める。
（補則）
第17条　この規程の施行に関し必要な事項は、会長が別に定める。
附　則
１　この規程は、平成18年９月29日から施行し、平成18年４月１日から適用する。
２　第11条及び第12条に規定する手当については、平成19年４月１日から適用する。
３　この規程の施行に伴い、職員の給料、等級、昇格及び昇給等の基準に関する細則（昭和53年社協規程第９号）は、これを平成18年３月31日をもって廃止する。
　　　附　則（平成20年３月27日社協規程第12号）
この規程は、公布の日から施行し、平成19年４月１日から適用する。
　　　附　則（平成22年３月30日社協規程第３号）
この規程は、公布の日から施行し、平成21年12月１日から適用する。
　　　附　則（平成22年12月14日社協規程第１号）
この規程は、公布の日から施行し、平成22年12月１日から適用する。
　　　附　則（平成23年12月１日社協規程第３号）
　この規程は、平成23年12月１日から施行する。
　　　附　則（平成24年３月29日社協規程第４号）
　この規程は、平成24年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成25年３月29日社協規程第４号）
　この規程は、平成25年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成26年２月３日社協規程第２号）
　この規程は、平成26年２月３日から施行し、平成25年７月１日から適用する。
　　　附　則（平成27年３月30日社協規程第４号）
　この規程は、平成27年４月１日から施行する。
[bookmark: _GoBack]附　則（平成29年３月29日社協規程第11号）
　この規程は、平成29年４月１日から施行する。

別表第１（第５条関係）
級別職務分類表
	職務の級
	標　準　的　な　職　務

	１　級
	事務員、福祉専門員及び介護専門員の職務

	２　級
	高度な知識又は経験を必要とする事務員、福祉専門員及び介護専門員の職務

	３　級
	係長並びに特に高度な知識又は経験を必要とする事務員、福祉専門員及び介護専門員の職務

	４　級
	課長の職務及びこれに相当する職務

	５　級
	事務局長の職務及びこれに相当する職務




別表第２（第６条関係）
初任給基準表
	区　　　分
	学歴・免許等
	初　任　給

	正規の試験
	大学卒（４年）
	１級21号給

	
	短大卒（２年）
	１級13号給

	
	高校卒
	１級５号給

	そ　の　他
	高校卒
	１級１号給
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)別表第３（第８条関係）
級別資格基準表
	区　分
	学歴・免許等
	職　　務　　の　　級

	
	
	
	１　級
	２　級
	３　級

	正規の試験
	大学卒
	在級年数
	　０
	　３
	　４

	
	
	経験年数
	　　　０
	　　　３
	　　　　７

	
	短大卒
	在級年数
	　０
	　５
	　４

	
	
	経験年数
	　　　０
	　　　５
	　　　　９

	
	高校卒
	在級年数
	　０
	　７
	　４

	
	
	経験年数
	　　　０
	　　　７
	　　　11

	その他
	高校卒
	在級年数
	０
	８
	４

	
	
	経験年数
	　　　０
	　　　８　
	　　　12


　(注１)　職務の級欄の数字は、当該職務に決定するための必要在級年数又は経験年数
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